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男と女の距離（ディスタンス）

弾射音




２




　夫は目を覚ますと、いつものように妻のベッドに目をやった。

　ベッドの上に妻はいない。いつものことだ。妻はいつも俺より早く起きる。俺より先に起きて朝食の支度をするというだけではない。妻は早起きのほうで、日曜日や祝日もたいていは午前七時より早く起きる。とにかく、朝起きて体を動かしたり何かをしたりするのが好きなようだ。それに較べ、夫はほとんどの場合、寝坊寸前にならなければ起床しない。一つには、低血圧のせいでもある。ときおり妻は夫をねぼすけとして冗談半分になじることがあるが、体質だからしょうがない。それに、スマートフォンのアプリの開発をしている会社の経営者なのだから、どのみち寝坊したって誰かに叱られることはない。

　妻はベッドにいないが、家の中のほかの場所からも物音がすることはない。妻は物静かな女だ。せっかく85Ｖ型の８Ｋテレビを買い与えたのに、なかなか観ようとしない。好きなネイチャー系の番組すら、朝は観ない。どうやらレコーダーに録画しては、夫がいない昼間に観ているようだ。

　いずれにせよ、妻は家のどこかで好きなことをしているのだろう。ふと、ベッドサイドのテーブルの置き時計に目が行った。午前六時。まだ一時間は寝ていられる。妻は朝食の支度すらしていないだろう。本を読んでいるのだろうか。朝っぱらから本なんて。しかも、人生になんの役にも立たない文学だ。妻の気が知れなかった。エンターテインメント小説ならまだしも、なんの楽しみも与えない純文学を好んで読んでいる。たまにはビジネス書でも読んだらどうかと思うことがある。そうすれば、少しは俺の気持ち、俺が普段考えていることを理解できるのではないか。文学を好むのは、教養があるためだろうか。だが、いくら教養があったとしても、豊かな暮らしをすることができるとは限らない。その辺のデリカシーがないんだろうと、夫はたまに思うことがある。この点では、俺は恵まれていると考えていた。何しろ、従順な妻のほかに、性に対して奔放な愛人がいるのだから。

　夫はベッドの上でほくそ笑んだ。先週末の愛人とのセックスを思い出したのだ。妻は口に含むことを絶対にしてくれないが、愛人は俺が言わなくても率先してくわえてくれる。しかも、信じられないほどうまい。男性経験が豊富なのだろうと思っていたが、それはそれでいいと思っていた。妻にするなら、あまり経験のない女のほうがいい。だが、外で遊ぶとなると、途端に経験やそれが女に付与するテクニックが大切になる。いつまで愛人関係でいられるかは分からないが、互いが互いを気に入っている間は続くだろう。飽きたら、次の女を探せばいい。とにかく、若いうちに楽しむことだ。幸い、カネはある。妻も、うるさいことを言ったり詮索したりするタイプじゃない。愛人のアの字すら疑ってはいないだろう。

　夫は両手を後頭部に当てて目を閉じた。愛人の肢体が、その感触がよみがえる。羽毛布団の下で、股間がうっすらと勃起している。

　だが、再び眠気を襲ってくることはなかった。これはどうしたことだろうと、夫は頭をかしげる。何かを感じ取っているのだろうか。そう言えば、家の中は嫌に静かだ。いつもと同じ静けさだが、何かが違うような気もする。ちょうどいい。夫は上半身を起こし、ベッドを降りてバスルームへ行った。用を足し、水で軽く顔を洗って、ダイニングキッチンへ行ってみる。妻の姿はなかった。次に妻の書斎へ足を運ぶ。ドアが開いたままで、しかも誰もいない。妻にはこの家を建てるときに書斎をあてがったのだが、夫は今ではそれを後悔していた。別に、自分だけの部屋が必要ではなかったのだ。ダイニングキッチンと、リビングと、ベッドルームと、そして俺の部屋があるだけでいい。しかし自分だけの部屋があると、妻はしょっちゅうそこに閉じこもって何時間も出てこない。本を読んでいるのだ。あるいは何か書き物をしているのだ。妻はいちおう口では夫の許可を求めた。エッセイの通信講座だ。二つ返事で許可した。だが、たとえ夫が許可しなくても、内緒で受講しただろう。読むことも書くことも好きとあれば、時間がかかるのは当然だ。もう少し、家のこととか旦那のこととかが考えられないのか。

　あるいは、子供ができれば態度も変わるだろうか。だが、夫はまだ子供を作って自由を奪われる気はなかった。

　夫はリビングへ行って、テレビの前のソファに腰を落ち着けた。リモコンの電源ボタンを押して、ソファの上にリモコンを放り投げる。ちょうど、ＮＨＫの朝のニュース番組が始まったところだ。そこで、ガラステーブルの上に一般紙も経済紙もないことに気づいた。早起きの妻は、毎朝決まって二つの新聞を郵便受けに取りに行き、リビングのテーブルの上に置いていく。出かけたのかな。新聞を忘れるほど急いで出かけたのだろうか。どこへ行ったのだろう。夫は立ち上がり、廊下を出てそこの窓から外を見た。そこからちょうどカープールが見える。妻のアウディがなかった。車で出かけたのだ。俺に声をかけもしないで。ベッドルームに戻り、サイドテーブルからスマートフォンを取って妻に電話をかけた。途端に妻の書斎のほうから妻のスマートフォンの着信音が始まる。スマホを忘れるほど慌てて出かけたのだ。緊急事態が起きたのか。それにしては、俺に声をかけなかったのが気になる。

　一瞬、車で妻を探しに行こうかと考えた。だが、すぐに再びリビングのソファに尻を落ち着けた。緊急事態なら、やがては連絡が来るだろう。無茶な女でも、軽率な女でも、考えや常識の足りない女でもない。

　夫はニュースを見続けた。それ以外にすることがないという理由だけでだ。なんならもう一度ベッドに潜り込むこともできたが、妻が何も言わずに家を出て行った以上、何が起きても対処できるようにしておくのが筋というものだろう。

　やがて、眠気が夫を訪れる。ソファに腰を落ち着けたまま、船をこぎ始める。だが、不意に玄関のほうから音がして、眠気は吹き飛んだ。妻がリビングに入ってきて、車のキーをリビングボードの上に置いた。おい、どこに行っていたんだ。夫は無意識に不機嫌な声を出してしまった。妻は少し上目遣いで夫を見返す。別に、ちょっとドライブがしたかっただけ。身内に不幸があったんじゃないかと思ったよ。夫はそう言ったが、声に緊迫感はなかった。ごめんなさいね。ときどきわけもなく体を動かしたくなるのよ。それはいいが、あまり朝早くから近所をジョギングしないでくれ。ほら、うちはカネがあるだろう？ 誘拐などされたらたまったもんじゃない。妻は夫のこの言葉を、自分の身を案じているよりは身代金がもったいないと思っていることの兆候だと受け止めた。しかし、とりあえず感謝の念を示すことは忘れなかった。ありがとう。気をつけるわ。家の中で、ヨガでもしようかしら。夫は失笑した。妻はもとよりヨガなどやる気はなかったが、夫に激しい敵意を抱いたのも確かだ。

　やがて、キッチンで妻が朝食の支度をはじめる音が聞こえてくる。夫は再び眠気を覚えた。そして、妻が激しい敵意を抱いたことについぞ気がつかなかった。




〈続く〉


わが友ガリバー

笛地静恵




３・神殿の巫女




　今回は、巫女たちとともに、レイドレザルも、裏口から神殿の内部に入った。

　ガリバーにも、だれにも秘密にしている。お忍びの行為だった。彼の正体を知っているのは、白髪の巫女の長シーリアだけである。

　ガリバーの要求は、週に二回から三回へと回数が増えていた。巫女たちに疲労が蓄積していないか。大丈夫という返事はあったが、その点も確認する。それが、口実になっていた。

　レイドレザルが、個人的な要望を伝えたときの娼婦の館の老夫人は、包み込むような笑顔で即座に承諾した。予感していたようだ。ゆとりのある対応だった。その顔色は、この前あったときよりも健康的で、肌も皺が減ってつやつやしていた。レイドレザルの、現場を実地に見学しておきたいという申し出は、拒まれなかった。

　この神殿は、ガリバーがやってくる前に、殺人事件があったばかりである。忌まわしい場所として、立ち入る者もいなかった。そこを、ガリバーの住居として、レイドレザルが利用することにしたのだ。

　数百人が収容できる石の神殿の内部の空間は、ガリバーの下半身のみによって、ほとんどが占領されている。空気は彼の体温によって温められていた。湿度が高い。むっとしている。重く淀んでいた。ガリバーの下半身の臭気に、濃密に染められている。

　レイドレザルも、巫女の衣裳である白い薄い布を、素肌にまとっている。それだけである。すべての衣服を脱いでいた。没薬や乳香のたぐいを全身に隈なく塗られた。焚きこんでいた。香水も。きつくはない。良い匂いがする。気持ちがおちついてくる。

　その上に、化粧もしていた。口紅をつけている。口髭は香水で撫でつけられていた。「おきれいですよ」巫女に褒められていた。綱渡りの運動で鍛えられたレイドレザルの全身は、筋肉質に引き締まっていた。贅肉はついていない。腹筋も割れている。

　もともと薄い体毛を、稚児に丁寧に剃らせた。白い布の裾から伸びた長い脚線美は、美しい巫女たちに劣らない。綱渡りで、長い年月に渡り、実践的に修練してきた成果だった。一朝一夕のものではない。

　装身具の着用は禁じられていたが、ただ彼も他の巫女たちと同じように布製の仮面をつけている。華麗は刺繍が施されている。巫女らは目元だけだが、彼は顔の全面を覆う形だった。特に他の者たちから目立つところはなかった。安堵していた。

　レイドレザルは、自分が何をしているのかと思う。この巫女たちの中に、政敵の間者が混じっていたとする。政治家生命は一巻の終わりだろう。冷静沈着だと思っていた自分の内部に、何か予想外のとんでもないものが潜んでいることを意識しだしていた。これは、ガリバーが来てからの変化だ。そう。何もかも彼のせいである。自分の責任ではない。今は、そう考えることにした。

　暗黒だった。神殿の前面には、防犯のためだとして、黒い垂れ幕がある。古くて使い物にならなくなった劇場のものを、穴を縫い合わせて再利用した。それなりの役目は果たしている。神殿の側面にある窓も、同様にしてすべて塞いであった。

　巫女の白髪の長シーリアが、ガリバーの右足の土踏まずを、鞭で三度叩いた。彼の足の長い親指が曲げられた。了解のしるしである。

　ガリバーは、忠実にレイドレザルの支持を守っていた。この巨大な男が、自分の言葉の言いなりになっている。動くこともできない。レイドレザルに、秘かな快感を与えていた。　

　レイドレザルの左右には、ガリバーの筋肉質の両足の壁が聳えている。さらに奥へと進んでいった。上半身にはなじんでいる。下半身は、初体験の世界だった。太もものあたりでは、肉の厚い壁の高さは、レイドレザルの身長を越えた。向う側を見ることもできない。閉塞感がある。

　床には百五十枚の敷布団が縫い合わされている。それが三層になって敷かれている。しかし、ガリバーにとっては、薄い紙のようなものにすぎないだろう。石の上に直接に横になっているのと同じことだった。さぞかし、辛いことだろう。ガリバーがそれについて文句を言ったことはない。どうしようもないことは、それはそうとして受け入れる。黙って耐え忍ぶ男だった。レイドレザルは、改めて尊敬の念を覚えた。

　奥は行き止まりだった。肉の神がそこにいた。ガリバーは、ズボンも下着も脱いでいる。蝋燭の光の届く範囲は限られていたが、光と影の陰影でそれとわかった。股間には二つの睾丸が鎮座している。

　彼の性器は、これから起こることへの期待に、すでに立ち上がっている。平常の状態ではない。レイドレザルの身長よりも長い。ガリバーも期待しているのだ。

　鞭が男根の胴を三度叩いた。儀式が開始される合図である。陰茎がびくりと震えた。

　巫女たちが衣裳を脱ぎ捨てた。全裸になった。群がっていった。

　荒々しく撫でさすっていく。口をつけているものもいる。

　ガリバーが起き上がっていく。伸びあがっていく。レイドレザルが見ている前で、下腹部に向かってそり返っていく。逞しい動きだ。ガリバーは、船乗りらしく陰毛を剃ってはいたが、すでに三十センチメートルぐらいにまでは、伸びていた。林の下草のようだ。

　まもなく陰茎の長さは、リリパット帝国の成人男子の身長の一番半以上にも延びた。太さも膨張していく。量感が増大する。重々しい光景である。

　遠くでガリバーの息が風のようにしている。

　レイドレザルは、肉の幹の根元に近い皮膚に耳をあてた。内部の血流の音がざあざあときこえた。どくん。どくん。鼓動もある。生きている。

　直径は、もはや三十センチメートルを越えた。なお膨張の状態にある。脈打っている。皮膚が張り詰めていく。てかてかと灯りを反射している。硬度が高まる。

　それに生まれたままの姿の巫女たちがしがみついていく。

　一度に、三人から五人ぐらいだろうか。巫女の白い肉が合体している。一体化している。どこが、どうなっているのか。レイドレザルにはわからない。眩暈がする。香料に媚薬の効果でもあるのだろうか。風景が揺らいでいる。灯りはガリバーの足の間に置かれた、油の皿に浸した芯からだけのものである。

　下からの淡い照明だけでは細部の見極めがつかない。

　ここに女の長い髪の頭部があり、あそこに乳房がある。女の尻が割れている。性器を肉棒にこすりつけている。二本の美しい脚線を持った足が何本も闇にのびる。

　全体としては、肌色の何本もの足を持った蛸のような生物が、蠢いているようだった。

　湿った匂いがする。女たちは、沈黙を守っている。声は出さない。が、肉と肉がこすれ合う音がしている。荒い呼吸音もある。

　ガリバー自身は、すでに大木のような太さがある。ご神体が、顕現していた。

　巫女は、大胆に周囲に両足を回す。両手でしがみつく。乳房から腹部までをおしつけている。絶えず動いている。一か所にとどまっていない。

　下から上、上から下へ。表から裏へ。

　先端の亀頭の部分には、つねに二人以上が粘着している。敏感な溝の部分を舐めている。指が激しく愛撫している。

　レイドレザルも誰かの手に手首を掴まれて、その場に参加していた。

　びぐん。

　びぐん。

　馬に跨っているようだ。しかも、鞍もない。手綱もない。暴れ馬だった。毛も生えていない。

　汗でぬるぬるしている。レイドレザルの肌に塗られた没薬や乳香のたぐいが溶けている。潤滑油の役割をしている。

　その上に、血と肉だけでできている物体は鉄の硬度を持っていた。指の爪も跳ね返して来る。

　レイドレザルの手が滑った。

　彼は、ガリバーの下腹部に落ちていた。陰毛の繁みのすぐ脇である。しばらく仰向けになっていた。

　そこから、肉の塔を見上げた。巨大だった。頭上から黒い影が落ちている。自分がことさらに卑小に感じられた。

　平衡感覚に優れているはずの自分が、このざまでは、そろそろ限界だろう。皆の邪魔にならないようにしなければならない。

　ガリバーの脇を歩いて、股間に降りた。

　そろそろ潮時だろう。

　自分がいては足手まといになってしまう。もう体験すべきことは体験した。

　レイドレザルは、自分が巫女の衣裳の内側で射精していたことを、知った。すると傍らにいた巫女が、それを察知した。彼の腰に両手を回して抱いた。口できれいに舐めとった。されるままにしていた。拒むだけの気力が残されていなかった。

　巫女の口元は、奇妙にフリムナップ夫人に似ていた。他人の空似に過ぎなかろう。レイドレザルは、すべてに圧倒されていた。日頃の鋭い観察眼は曇っていた。

　自分でやってみて、ガリバーの夜伽が、予想以上の重労働であることがわかった。

　数十人分の男の体重と匹敵する血と肉の怪物と戦っているのと同じことだ。通常の男女の性交の比ではない。

　巫女たちは、これが隔日で継続する。肉体が、それなりに鍛えられていることは、間違いなかった。レイドレザルは、明日は全身の筋肉が、さぞかし痛いだろうと思うと、暗い気分になった。

　巫女たちは、疲労を感じないのか。

　まるでひとつの意志を持った生物のように、なおも怪物に立ち向かっていた。一歩も引かなかった。

　それどころから、全体の運動量が徐々に増している。動きが激しくなっている。甘い香水の香りが男の苦い性臭と入り混じった。

　おそらく膣の蠕動運動を真似ているのだろう。

　官能的な動きだった。

　女に興味がないはずのレイドレザルでさえ、疲れた腰が自然に前後に動いていた。

　良く見ていると、巫女たちも、脇で監督している白髪の巫女シーリアが指示をして、下に控えている者たちと、随時、交替していた。一人ひとりの状態を見極めているのだった。

　控えの位置にいる彼女たちも、ただじっとしているのではない。

　左右の睾丸をそれぞれで刺激したり、鼠径部を撫でさすったりしている。それぞれの持ち場で任務をこなしていた。

　あたりは暗闇がたちこめている。股間の床に、安全のためにともされた蝋燭の光だけが光源だった。

　光と影が妖しく揺らめいた。

　亀頭によじ登っている者がいる。

　その尻の谷間が見える。顔をつけているようだ。鈴口に滲出する液を舐めとっているのか。

　白髪の巫女シーリアの指示で、先端に革の袋が被せられた。

　内側に護謨の液が塗られている。内容物が漏れないようになっている。

　レイドレザルは巫女の長に現物を見せられて説明を受けていた。

　ガリバーの皮膚が濡れて張り詰めていた。血の管が太い蔓のように這っている。血液を送りこんでいた。

　全体の体積が増した。

　ガリバーの下腹部が、へこんだ。

　レイドレザルが凭れていた睾丸も鉄の玉である。固くなった。表面の皺が消えた。肉棒に引っ張られているのだ。

　絶頂が近い。女たちは、手を緩めなかった。さらに激しく動いた。踊りは熱狂的な舞踏になっていった。

　そして、ついにその時がきた。

　射精である。

　よほど、溜っていたのだろう。

　びゅう。びゅう。

　それは、何度も何度も、長く長く続いた。勢いに引っ張られないようにしなければならない。巫女たちが、袋についた何本もの紐を持っている。ガリバーの滑る下腹部で、両足を踏ん張っている。

　ごぼり。ごぼり。

　用意していた革の袋の容量では十分ではなかった。

　外部に溢れた。

　罌粟の香がどろりとした。

　ついにガリバーの男性自身は、ぐったりと重く股間の間に垂れ下がった。先端から白い涎を垂らしている。

　歓声こそないが、みんなして、猛獣を退治したような充実感が、空気に漂っていた。競技に勝利した瞬間だった。

　レイドレザルは、巫女たちの努力に対して、割増料金を払うつもりになっていた。

　ガリバーの汗が尻の谷間に滴っている。そこから、硫黄の香りが漂っていた。火山の噴火口がある。危険な場所だった。巫女たちは、あえて立ち入ろうとはしなかった。何かの禁忌があるらしかった。レイドレザルだけが、その暗闇をじっと見つめていた。

　ついに退室の時がきた。

　革の袋いっぱいになった大量の精液は、巫女たちが持ち帰った。それも、報酬の一部だ。何に使うのか、レイドレザルは知らなかった。知る必要がないことに思えた。

　レイドレザルも化粧を取るために、娼婦の館まで同行した。

　すると、仕事を終えた巫女たちは、銀の盃にガリバーの濃厚な精を注いで乾杯を交わし合った。シーリアに勧められて、レイドレザルも口をつけた。中身の白濁した汁をわずかに啜った。飲みやすいように葡萄酒のグリミグリムで割ってある。

　血と肉の構造物との戦いには、全力を必要とする。からだが栄養を要求していた。

　レイドレザルは、この味に飢えていた。うまかった。自分がガリバーの精の匂いに染まっていくのがわかった。




〈つづく〉


病院のお世話に

古川モトイ




　今月は原稿落ちるかと思いましたが26日になっても催促が来ないので（〆切は25日）何とか滑り込めるコトにして今書いています。




　実は親族の体調があまりよろしくなくて、COVID19で世間が騒然としている最中にまぎらわしい咳が出続けておりました。

　何度か病院に連れて行ったりしていたのですが、とうとう病名が確定しまして慢性閉塞性肺疾患(COPD)という立派な病名が浮かび上がってきました。

　要するにタバコの吸いすぎです。

　本人の望みとしてはどこかでポックリが願いらしいのですが、これがポックリと間逆の苦しみらしい。

　結局、肺が交換業務をサボるようになっているみたいなのです。

　肺については、何となく肺は酸素と二酸化炭素を交換するという認識でいましたが、お医者様のご説明だとちょっと違うらしい。

　酸素を運ぶのと二酸化炭素を運ぶ仕組みが違うため、どっちか片側だけ滞れるそうなんです。

　その親族は放っておけば「酸素は足りない＆二酸化炭素はたまる」状態になるそうなのですが、酸素吸入をしても二酸化炭素を捨てる能力が上がるわけではないので「酸素は足りる＆油断して呼吸の数が減るので二酸化炭素はもっとたまる」という状態になるそうです。

　でも、酸素足りないとまずいので酸素は吸入するのですが、基本的に息が詰まった苦しさは血中の二酸化炭素濃度が上がることで起きるので、苦しいのは変わらず…という、どうあがいても苦しい状態が続いているようです。

　結局、病院のベッドでゼーゼー言っているだけの状態になってしまったので、大好きなタバコも吸えない状態になったわけですが、もし、引き返せないところまで肺が痛んでいたら、このままあと何年かあの状態なのでは？…というなんとも痛々しい状態に。

　さて話は少々変わりまして、私はもうかれこれ十年以上前に受動喫煙症の診断を受けておりまして、タバコは天敵みたいなモノなのですが、まあ、病院は比較的安心して歩ける場所です。

　それが呼吸器科病棟はちょいちょいタバコ臭い！

　よく考えてみたら「入院するところまで喫煙やめなかった」筋金入りの喫煙者が一定数混じっているので、むしろ呼吸器科はやばいんですね。

　もう、エレベーターの中が臭い。

　ということで私もややノックアウトされまして、昨夜は寝て起きて時計見たら３時間しか眠れてない。

　しばらくは喫煙者に遭遇しないように警戒して生活していくことになります。

　コロナと違ってコンビニで売ってる危機に苛まれている８月でございます。

　皆様はくれぐれもご健勝で。



ちらしについて

murbo




　なかなか書けないままになっているチラシについてやっと書く。論や批評にはやはりなれず、自分が見聞きし体験したことの感想でとどまっている。

　チラシとは新聞に織り込まれる広告や、織り込まれなくても個別配布や直接手渡しなど、以外と折り込み以外の配布があるね。まぁ、こんな具合でチラシは情報を紙に印刷して配布するものです。広告など実制作をしているとイベントや商品などの広報にチラシを配布するのは当たり前だと思ってしまいます。しかし、そうではない、チラシの存在しない世界があったのです。それは地方選挙です。2019年4月に行われた全国統一選挙でチラシの配布が解禁になりました。

　とはいえ、枚数が2,000枚に限定されているために、それぞれの陣営でかなり個性がありました。個性とは特別な素晴らしいものの意味ではなく、単に個体差程度のことです。

　チラシについて改めて考えてみたいと思います。

　最初に気になったのは同じ陣営でスタッフをやっている人からの、うちは虎の子のように少ない枚数を計画的に配布しているがよそはどうしているのか、素朴な疑問が出てきました。選挙期間中によその選挙事務所へ行って聞くわけにもいかないので、街宣などで外を回るときに他陣営の選挙運動を観察しました。車ですれ違うことはあっても路上での演説などは意外と遭遇しないものです。やっと見つけた！と思ったらチラシは配っておらず、もしかしたらチラシに対して違う考えを持っているのではないかと思うようになりました。ちなみに関わっていた候補者は自分の政策などを伝えるツールとして最大限効率よく配布したいと考えてていて、配る場所や枚数など計画的に行動していました。内容も裏表ともにバランスよく自分の名前と顔写真、政策内容などレイアウトしています。また、当日の配布状況などによって配布方法、例えばチラシの折り方などを変えるなど、より効率よく配布できるように見直しをかかしませんでした。結果は大変よい状況で迎えることができました。選挙の全ての作戦は当選したら正しく、落選すれば全部ダメなのです。言い切るには早いだろうけどそれくらいシリアスなものなのです。勿論めちゃくちゃなことはのちにポリス沙汰になるので黒は白になりませんよ。これで、地方選挙における勝つためのチラシ作戦のリファレンスはわかりました。難しいことはなく適切な情報を全然知らない人に対してわかりやすく、又は読んでもらえるようにレイアウトし、限られた枚数を効率よく配布することです。一般的なチラシと同じです。では、その他の方はどうだったのでしょうか。あまり知らない人にコンタクトを取ることがないので多少でも繋がりのありそうな方々に連絡してみました。少ないですが三名に返事をいただき、うち二名の方にインタビューすることができました。二人とも新人で印刷は地元の印刷会社、デザインはこれまので政治活動で繋がりのあるデザイン事務所などに依頼しているようです。

　一人目は無所属で残念ながら当選には至らなかった方です。選挙運動や政治活動などについても話の流れとしてお聞きしましたが、ここではチラシのことに限定します。

　絶対値で説明するとわかりづらいので、自分が映像制作などで関わった候補者をリファレンスとして比較しながら書きます。チラシは支援者しかもらえないものではなく誰でも貰えます。ただ枚数が二千枚しか配布することができません。表側は選挙ポスターとほぼ同じであまり表情の変わらない自分の写真が大小レイアウトされていました。謎に思いましたが、ポスターと共通イメージと路上であいさつ活動している写真を載せたかったのだそう。そして裏面は自分の地方政治に対する思いと政策が小さな文字でびっちりという表現でしか表せないくらいにレイアウトされていました。正直書いてある事実しかわかりません。何故こうなったかというと、ここでは路上の演説中に手渡しするなどの配布はせず、選挙運動員が満足にいなかったので、チラシを配布することにスタッフを割り当てず、新聞折り込みを利用することにしたそうです。小さな文字でやや紙面に対して詰め込み過ぎの文章は家でじっくり読んでもらいたい、または読めるのではないかとの目算だったようです。選挙活動を補強する意味よりもスタッフ不足をカバーする意味が強い場合もあるようです。

　もう一人の方は国政で野党に属する政党からの出馬で当選することができました。選挙っぽいというか政治家っぽいというか、デザインの雰囲気も何を表現したいかレイアウトからもわかりやすいです。こちらの方はチラシは配布するもののそれほど重要度を高く持っていないようでした。都合三名の方のチラシの扱い方が分かり、見方は一つじゃないんだなと改めて思いました。この取材の中でチラシをつらなかった候補者もいることを知りました。選挙運動も候補者によってやり方は様々ですからチラシについても同様なのでしょう。あー、そうそう、本当はチラシではなくて広報ビラといいます。これまで地方選挙では存在しなかったチラシが存在することで宣伝ツールとして枯れた存在のチラシを改めて実感することになりました。が、ここまではまだ他人事なのです。この文章をなかなか書かなかったためにじぶんでもちらしをあり方を実感することになりました。第三回全国エンタメまつり「ぜんため」です。

　宣伝用のツールがなかなか完成せず、プロモーション期間が短くなってしまいました。今ここにチラシがあれば多少なりとも告知できる場面がいくつもありました。情報は当然ネットが充実しているのでチラシはいらんのですが、相手の興味を誘うにはチラシを目の前に出すのが影響力が強いのです。スマホを出してもらうための呼び水といいましょうか、ただ何もない状態でスマホでイベントページを検索してもらうにはそれなりにトーク力が必要です。チラシがあるとそのハードルを下げやすい。やはりざっと一覧できるのはチラシならではです。もう一点、企画や商品の信頼度を上げることにも活用されました。とかくゲームは社会の悪役になりがちです。いざとなると立場は劣勢です。こういったときにチラシで多少なりと社会的信用度を上げる作戦として、教育委員会経由で市内の全ての小学校チラシを配布しました。学校で配布されたイベントの告知なら揺るぎない信用が得られます。カジュアルに即効性のある情報提供はネットが最適です。しかし信用度を上げるにはなかなか難しいのが現状です。それを補強するのがチラシを利用した作戦です。チラシを作ったり漠然と配るだけでは効果は期待できませんが、適切な作戦が考えられれば未だ使える枯れたメディアだなと思いましたね。




　はい、枯れた技術とか枯れたメディアとか言ってまして、ここでいう枯れたとは社会に登場してから長時間経ち、問題点などが解決し、様々なノウハウが蓄積され、安定度の高い状態になっていることを枯れたと称しています。





既刊本紹介


【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

　隔月刊の一回目です。少しは制作に余裕ができたかと思ったんだですけどねぇ。月末、週末に締めが重なるとあまり関係がないですね。

　若干書き溜めができるようにはなるので、このスケジュールに慣れてどんどん作っていきたいね。
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